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イザヤ書が待ち望むメシアの姿

イザヤ書の正典的解釈
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教会によってイエス到来の告知と捉えられてきたイザヤ書。前半部の「王預
言」と後半部の「僕預言」という二つの主題において、メシア（＝キリスト）
はどのように預言されているのか。聖書テクストの最終形態を重視するカノ
ン（正典）的解釈の手法に基づき、終末におけるダビデ的王とモーセ的預言
者への待望論からイザヤ書の包括的理解を探る比類なき研究。


